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　本書は，楕円関数の一般化である超楕
円関数の入門とその応用，さらにその一
般化である代数曲線に対するアーベル関
数について示すものです．よく知られた
ワィエルシュトラスの楕円関数論を振り
返った後，できるだけそのスタイルを保
ちながら，その一般化である超楕円関数
の理論とその応用，さらには一般の代数
曲線に対するアーベル関数論の一端を示
すことを目指します．ワィエルシュトラ
スの楕円関数論はσ関数の理論と考えて
もよいものです．σ関数はθ関数の一種
ですが，θ関数とは変数や因子が異なる
ために，上記の楕円関数からの一般化が
上手く行きます．これらの「上手く行く」
という状況を提示するのが本書の目的で
す．
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